猿蟹合戦協議内容　岩田梨沙

悲しみ暮れ、酒を飲むカニたち。

カニ「猿のせいで、母親は死んでしまった。どうしても許せない！」
栗、蜂「そうだ、あいつはひどいやつだ。」
臼「このまま放っておけないだろう。少しこらしめてやってもいいんじゃないか？」
カニ「いいかもしれないなあ…。」※はっきりと断言する感じではない。
栗、蜂「臼に賛成だ！あいつにも苦しんでもらわないとな！」
※栗、蜂にも殺人の共謀共同正犯が成立しても納得しやすいように

臼、栗、蜂は猿をやっつける手順を話し合う。盛り上がる三人（？）
カニは黙って聞いている。会話を止める様子もない。
蜂、栗「最後に臼は乗っかるのか、下手をすると猿が死ぬんじゃないか？」
臼「そうなってもしょうがないと思えるぐらいに、母蟹に猿はひどいことをしたんだ！やりすぎなぐらい懲らしめてしまってもいいだろう、カニ？」
※臼には殺意があったことを匂わす感じで
カニ　無言でちょっとうなずき、「頼む」
蜂、栗「いつ実行する？」
※臼の話に乗ってくるようにして、蜂、栗にも殺意があることを匂わす
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